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はじめに 

 

 

日本社会は現在、急速な少子高齢化と人口減少という構造的課題に直面している。特に中

山間地域においては、若年層の都市部流出や出生数の減少により、地域人口の縮小と高齢化

が同時進行し、生活基盤や社会関係の維持が困難になりつつある。こうした人口動態の変化

は、地域経済の停滞や公共サービスの縮小を招くだけでなく、住民同士のつながりの希薄化

や、地域コミュニティの衰退を引き起こす要因ともなっている。そのため、地域社会の持続

可能性をいかに確保するかは、今日の地域政策および地域研究における重要な論点の一つ

である。  

 岐阜県高山市もまた、こうした課題を抱える中山間地域の一例である。市域の大部分を山

間部が占め、集落が点在する高山市では、行政サービスの提供に地理的・人的制約が生じや

すい。その結果、すべての地域に対して均質な支援を行うことは難しく、住民自身が主体と

なって地域の生活環境や安全を支える役割を担う必要性が高まっている。このような背景の

もと、地域コミュニティの維持・再生は、行政任せではなく、住民自治を基盤とした取り組

みとして再評価されつつある。  

 その中心的な担い手の一つとして位置づけられるのが、地域住民による自治組織である

町内会である。町内会は、長年にわたり防災、防犯、福祉、環境美化、地域行事の運営など、

生活に密着した多様な活動を通じて地域社会をつくり支えてきた。特に中山間地域において

は、日常的な見守りや災害時の相互扶助といった機能を果たす点で、町内会は住民の安全・

安心を確保する重要な基盤となっている。また、住民同士の顔の見える関係性を育む場とし

て、地域アイデンティティ（郷土愛と誇りに基づく連帯）の形成にも寄与してきた。  

 一方で、近年の町内会を取り巻く状況は必ずしも安定したものではない。若者や子育て世

代を中心とした町内会加入率の低下、役員の高齢化、活動の担い手不足など、組織の持続性

を揺るがす課題が顕在化している。特に、世帯主の出席と対面型の会議（寄り合い）を条件

に地域共同事業の目標と方法を決め、活動を続ける従来型の町内会活動は、定年延長、仕事

のグローバル化、生活価値観の多様化のもとで、個々の生活実態と大きく乖離しながら住民

と地域との関係性をますます脆弱にし、もはや看過できない問題ともなっている。このよう

な状況が続けば、町内会が担ってきた地域の共同管理機能の低下のみならず、地域コミュニ

ティそのものの弱体化につながる可能性がある。  

 こうした課題に対し、町内会を単なる伝統的・慣習的な組織として捉えるのではなく、現

代的な価値やニーズに即した形で再定義する視点が求められている。近年注目されている

概念の一つに「ウェルビーイング」がある。ウェルビーイングは、経済的豊かさや物質的充

足にとどまらず、身体的・精神的・社会的に満たされた状態を包括的に捉える概念であり、

個人のみならず地域社会の在り方を考える上でも重要な視座を提供する。町内会が、世代や
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立場の異なる住民を結びつけ、安心感や生きがい、相互信頼を育む場として機能するならば、

それは地域住民のウェルビーイングを支える基盤として位置づけることができる。  

 本研究は、岐阜県高山市における町内会の実態に着目し、その役割と課題を整理した上で、

町内会をこれからの 「地域ウェルビーイングの基盤」として仮定し、その諸条件を明らかに

する。具体的には、町内会活動が住民のつながりや安心感にどのように寄与しているのか、

また、持続的な地域運営を実現するためにどのような工夫や変化が求められているのかを

明らかにする。町内会は人口減少が進展する現在も、高山市はもとより全国どこにでも目に

することのできる地縁型住民組織である。この組織をどう活かせば、ウェルビーイングな地

域コミュニティづくりの基盤となりえるのか。本研究では、こうした問題意識に基づき、高

山市をフィールドに調査研究に取り組んできた。その成果を、本稿を通して示していくこと

とする。  

  


